
　　令和 ６年 ６月 ２８日　

勇払マリーナ

㈱ベルポート北海道

業務経営課

評価委員平均点 セルフモニタリング評価点

1  事業計画の達成度（配点３０点）

8.0 8.0

5.0 5.0

2.8 2.5

4.4 5.0

２　利用者の満足度（配点１９点）

4.7 3.5

5.1 5.6

3.9 5.0

３　管理運営の効率性（配点２０点）

7.7 9.0

4.0 3.0

4.2 5.0

４　適正な管理運営(配点２５点）

3.3 3.2

4.0 4.0

5.0 5.0

1.0 1.0

1.0 1.0

1.0 1.0

1.0 1.0

1.0 1.0

1.0 1.0

4.6 5.0

所管課名

　　令和５年度 勇払マリーナ 指定管理者モニタリング総合評価表

施設名

指定管理者名

一部業務の再委託に要している経費は、適切な水準か。ま　た、経費が最小となるよ
うな取組はされているか。　(５点）

モニタリング項目

評価結果

事業計画の内容に従い、適切に施設の管理運営が行われたか。　（10点）

利用者数の増加、利用率の上昇、利便性の向上などの目標は達成された
か。　(10点）

自主事業は計画どおり行われたか。　（５点）

地域や関係機関等と協力・連携した取組が行われていたか。　（５点）

利用者の意見・要望の把握は適切に行われているか。　（７点）

利用者の意見・要望・苦情への対応は十分に行われたか。　（７点）

天候・修理・工事等による利用制限の説明・周知は適切に行われたか。（５
点）

経費の低減が図られているか。また、その取組は十分　か。　（９点）

収入増加のための取組はされているか。（６点）

職員の能力向上に向けた取組は行われたか。（研修　等）（４点）

安全対策（事故防止等）は十分だったか。（５点）

人員配置及び職員の管理体制は適正か。　（５点）

施設の平等な利用等について、適切に処理されているか。（使用料の減免、
還付含む）（１点）

利用者の個人情報等について適正に管理が行われていたか。　（１点）

収支の状況に不適切な点はないか。（収支計画との乖離など）会計処理は適
切か。　（１点）

施設・設備等の法定点検及び保守は適正に行われているか。　（１点）

書類・備品等の管理は適正に行われているか。　（１点）

法令・協定書等を遵守し、適正管理が行われているか。　（１点）

管理組合と指定管理者との間で十分に連絡・連携が図られているか。　（５
点）



評価委員平均点 セルフモニタリング評価点

５　地域貢献（配点６点）

4.8 4.8

　総合点数（１００点満点）

0.0 0.0

　総合点数（１０３点満点）

評価委員
合計点数

セルフモニタリング評価
合計点数

77.5 79.6

AA　・　A　・　Ⓑ　・　C　・　D　・　E

AA：

A：

B：

C：

D：

E：

評価結果

モニタリング項目

雇用・資材調達・再委託等、地域貢献に努めているか。　(６点）

【加点項目】法人等が障害者雇用率を達成しているか。（３点）

総合点数（１０３点満点） ※５名の評価委員の平均点の合計点数を総合評価
とする。

総合評価

　９０点以上

　事業計画書の内容（目標）を大幅に上回る取組が実行される等、モニタリングの結果においても極めて優れていると認められる。

　８０点以上９０点未満

　事業計画書の内容（目標）どおり又はそれ以上の取組が実行されており、モニタリングの結果においても優れていると認められる。

　６５点以上８０点未満

　事業計画書の内容（目標）の取組が概ね実行されており、モニタリングの結果においても良好と認められる。

　５０点以上６５点未満

　事業計画書の内容（目標）に沿って適正に管理運営が行われ、モニタリングの結果においても特に問題がないと認められる。

　３０点以上５０点未満

　事業計画書の内容（目標）に一部未実施（未達成）があるなど、管理運営において計画の内容を下回っており、モニタリングの結果
においても一部改善点ありと認められる。

　３０点未満

　管理運営の状況が事業計画書の内容（目標）を大幅に下回り、モニタリングの結果からもかなりの部分において改善が必要と認め
られる。



《４ 適正な管理運営において不適がある場合、その理由と今後の対応について》

《総評》

【総合評価結果とセルフモニタリングの結果との差異など。セルフモニタリングに対する評価】

㈱ベルポート北海道 セルフモニタリング結果　７９.６点

《当該指定管理者の総合評価結果の経過》

　指定管理期間が３年以上にわたる場合は、初年度から最終年度の前年度まで評価（AA～E）を記入

　指定管理期間が２年の場合は、管理開始当初年度の評価（AA～E）を記入

　次期指定管理者選考時における優遇措置の要否　　　　要　・　否

　次期指定管理者の選定において、当該指定管理者から申請があった場合は、総合点数に５点又は、10点を付与する。

年度 　　年度 　　年度
～

最終年度前年度

・事業計画書の内容は概ね実行されています。光熱水費の低減に努めていること、地域行事へ積極的に参加している点は評価します。引き
続き、安全を優先しながら、利用者ニーズを反映した効率的な管理を行ってください。

・現在のマリーナを取り巻く経営状況はコロナの影響を受けたことや、利用者の高齢化などでの先細りの感がありますが、施設の維持、管理
を努力して行っている。しかしながら、今後の収益事業については何かしら対策を打たないと利用者は益々減少して行くと感じる。

・利用者の高齢化や契約隻数の減少など収入面で非常に厳しい状況ではありますが、自主事業への取り組みまた、新たな取り組みや積極的
に地域貢献へ努めていることについて評価します。

・概ね、事業計画の内容に従い適切に施設の管理・運営がなされており、問題ないと思われます。PR等により利用者の増加につながるよう期
待します。

・概ね、事業計画の内容に従い、適切に施設の管理・運営がされており、問題ないと思われる。引き続き、施設の不具合等を発見した場合
は、速やかな報告をお願いします。

指定管理者セルフモニタリングの結果　　A ・ B ・ Ⓒ ・ D ・ E

優遇措置について

【要の場合］

6段階評価


